
月

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

　

認知症サポーター養成

５

講座は、一般住民の他

日

に金融機関やスーパー

概

マーケット、警察署等

施

を対象に実施。中学校

策

■ 計画どおり   

名

令和　３年度 や専門学

高

校での開催を通じ若年

齢

層への知識の普及も図

者

った。感染対策を考慮

保

した開催形式の検討や

健

会場・参加人
□ 遅延

・

         
の

福

評価 数の調整を行った

祉

。見守り登録事業に関

基

しては市内医療機関や

本

企業へちらしやポスタ

目

ーを配布し市民への周

標

知を
□ 進展なし  

健

   
図った。

■ 維

康

持　□ 拡大 認知症サ

で

ポーターの量的な拡大

福

を図る事に加え、今後

祉

は認知症サポーターが

が

より学びを深め、認知

充

症の方やその
事業区分

実

□ 自治事務   □

し

 法定受託   □ 

た

その他
今後の方向性 □

ま

 縮小　□ 改善 家族

ち

を支える担い手となる

要

ことができるよう、多

施

事業と連携しながら育

策

成していく。見守り登

の

録事業に関しては
（改

目

善措置等）□ 休止　

的

□ 終了 今後も周知活

高

動を継続し、地域での

齢

見守り体制づくりの推

者

進を図っていく。
計画

が

対象 □ 実施計画査定

住

対象  □ 行政改革

み

対象 
□ 廃止　　　

慣

　 

※決算額について

れ

は、端数処理により、

た

他資料の決算額と差異

地

が生じている場合もあ

域

ります。

で、人生の最期まで自

No

分

. 事務事業名 活動内容

ら

コスト（事業費：千円

し

）

認知症初期集中支援

い

推進事業 令和　２年度

生

令和　３年度 令和　３

活

年度 令和　４年度 令和

を

　２年度 令和　３年度

送

令和　３年度 令和　４

る

年度
活動指標名 単位

実

こ

績 計画 実績 計画 決算 当

と

初予算 決算 当初予算
全

が

体事業概要
①

認知症初

で

期集中支援チー 人 9 9

き

9
認知症初期の支援と

る

して、認知症が疑われ

社

る又は認知 ムのチーム

会

員人数
症の人やその家

を

族を訪問し、必要な医

実

療や介護の導入 0 53

現

0 430 540
・調整

す

と家族支援を包括的・

る

集中的に行う認知症初

こ

期
②集中支援チームを

と

配置し、自立生活サポ

。

ート活動を推
進する。

施

令和　５年度の優先度

策

③2 　□ Ａ　　　 

の

□ Ｂ　　　 □ Ｃ

方

　　　 □ Ｄ　

認知

向

症サポート医1名、地

認

域包括ケア推進課より

知

4名、各包括支援セン

症

ターよりそれぞれ1名

施

ずつ選出し、9名でチ

策

■ 計画どおり   

の

令和　３年度 ーム員を

総

構成し、早期診断・早

合

期対応に向けた支援体

的

制を実施している。
□

な

 遅延       

推

  
の評価

□ 進展な

進

し     

■ 維持

新

　□ 拡大 各包括支援

型

センターの圏域におい

コ

て、初期集中支援がで

ロ

きるように、各地区包

ナ

括支援センターの認知

ウ

症地域支援
事業区分 □

イ

 自治事務   □ 

ル

法定受託   □ そ

ス

の他
今後の方向性 □ 

の

縮小　□ 改善 推進員

影

との連携を深める。ま

響

たチームの周知を行う

で

。認知症疾患医療セン

中

ター、三島市医師会等

止

関係機関との情
（改善

と

措置等）□ 休止　□

な

 終了 報教諭を図り、

っ

ファイブ・コグなどの

た

他事業と連携して早期

事

からの支援につなぎ、

業

活動を実施していく。

も

計画対象 □ 実施計画

あ

査定対象  □ 行政

っ

改革対象 
□ 廃止　

た

　　　 

が、実施できた時には、感染対策を行いながら、どの事業についてもほぼ計画通り実施できている。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 認知症の人が住み慣れた地域で安心して暮らせるように、認知症サポーターを継続して養成し、地域で支えあう体制づくりを推進していく。必要な医療と介護を導入し

今後の方向性 □ 拡大　　　　 、在宅生活を維持していく。それと共に、認知症の人やご家族の相談先、居場所や交流の場を設け、地域での生活を支援する。家族会及び本人ミーティングで、認知症

（改善措置等） □ 縮小　　　　 の人と家族のニーズを把握して、現在の事業を維持しなが

1

ら、施策に反映してい

頁

きたい。
□ 改善　　

令

　　 

和 3年度　　事務事

No.

業

事務事業名 活動内容 コ

評

スト（事業費：千円）

価

認知症高齢者見守り事

表

業（地域包括ケア推進

（

課） 令和　２年度 令和

個

　３年度 令和　３年度

票

令和　４年度 令和　２

）

年度 令和　３年度 令和

課

　３年度 令和　４年度

名

活動指標名 単位
実績 計

健

画 実績 計画 決算 当初予

康

算 決算 当初予算
全体事

推

業概要
①

認知症サポー

進

ターの養成 人 580 4

部

62 580
認知症にな

地

っても安心して暮らせ

域

るよう地域で支え合 者

包

数
う体制づくりを推進

括

するため、認知症サポ

ケ

ーターを育 0 260 1

ア

61 324
成するとと

推

もに、認知症で見守り

進

が必要な高齢者等を
②

課

認知症サポーター養成

作

講 回 25 26 25
事前

成

登録し、ＱＲコードシ

日

ールにより見守る事業

令

を実 座の開催回数
施す

和

る。 令和　５年度の優

　

先度

③
認知症高齢者等

４

見守り登 人 93 106

年

108
1 録事業の登録

　

者数累計 　□ Ａ　　

８

　 □ Ｂ　　　 □



月

 □ Ｄ　

認知症に関

　

する普及啓発を通じて

５

、認知症の人と家族を

日

支える事業を推進した

概

。認知症カフェについ

施

ては、感染
■ 計画ど

策

おり   
令和　３年

名

度 症対策を考慮し開催

高

形式の検討や会場・参

齢

加人数の調整を行いな

者

がら実施した。
□ 遅

保

延         

健

の評価
□ 進展なし 

・

    

■ 維持　□

福

 拡大 認知症カフェに

祉

ついては、今後も認知

基

症の方及びその家族の

本

方の居場所・交流の場

目

としてより機能してい

標

くよう
事業区分 □ 自

健

治事務   □ 法定

康

受託   □ その他

で

今後の方向性 □ 縮小

福

　□ 改善 、効果的な

祉

取り組みを実施してい

が

くとともに、各地区の

充

認知症カフェの運営を

実

支援していく。認知症

し

家族会や認
（改善措置

た

等）□ 休止　□ 終

ま

了 知症本人ミーティン

ち

グ等で把握した認知症

要

本人や家族のニーズを

施

踏まえ、今後の施策展

策

開をしていきたい。
計

の

画対象 □ 実施計画査

目

定対象  □ 行政改

的

革対象 
□ 廃止　　

高

　　 

※決算額につい

齢

ては、端数処理により

者

、他資料の決算額と差

が

異が生じている場合も

住

あります。

み慣れた地域で、人生

N

の

o. 事務事業名 活動内

最

容 コスト（事業費：千

期

円）

認知症サポーター

ま

活動促進・地域づくり

で

推進事業 令和　２年度

自

令和　３年度 令和　３

分

年度 令和　４年度 令和

ら

　２年度 令和　３年度

し

令和　３年度 令和　４

い

年度
活動指標名 単位

実

生

績 計画 実績 計画 決算 当

活

初予算 決算 当初予算
全

を

体事業概要
①

チームオ

送

レンジ配置数 チー 1 1

る

1
認知症の人が地域の

こ

よい環境で自分らしく

と

暮らし続け ム
ることが

が

できる共生の地域づく

で

りの一環として、認知

き

0 121 75 120
症

る

の人やその家族の支援

社

ニーズと認知症サポー

会

ターを
②中心とした支

を

援をつなぐ仕組み・チ

実

ームオレンジを整
備す

現

る。 令和　５年度の優

す

先度

③4 　□ Ａ　　

る

　 □ Ｂ　　　 □

こ

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

と

認知症サポーターの更

。

なる活躍の場として、

施

令和3年4月にチーム

策

オレンジを１チーム設

の

置した。設置にあたり

方

、
■ 計画どおり  

向

 
令和　３年度 チーム

認

オレンジコーディネー

知

ターを3名配置し、活

症

動の周知と連絡会を通

施

じて認知症の人と家族

策

の悩みや困りご
□ 遅

の

延         

総

の評価 とを心理面・生

合

活面で早期から継続し

的

て支援できるよう活動

な

を支援した。
□ 進展

推

なし     

■ 維

進

持　□ 拡大 チームオ

新

レンジの活動周知をす

型

すめるとともに、チー

コ

ムオレンジ連絡会を通

ロ

じて、活動の更なる充

ナ

実を図ってい
事業区分

ウ

□ 自治事務   □

イ

 法定受託   □ 

ル

その他
今後の方向性 □

ス

 縮小　□ 改善 く。

の

また、新たなチームオ

影

レンジの設置に向け、

響

チームオレンジコーデ

で

ィネーターが中心とな

中

り、認知症サポー
（改

止

善措置等）□ 休止　

と

□ 終了 ターステップ

な

アップ講座及びフォロ

っ

ーアップ研修の企画に

た

携わっていく。
計画対

事

象 □ 実施計画査定対

業

象  □ 行政改革対

も

象 
□ 廃止　　　　

あ

 

ったが、実施できた時には、感染対策を行いながら、どの事業についてもほぼ計画通り実施できている。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 認知症の人が住み慣れた地域で安心して暮らせるように、認知症サポーターを継続して養成し、地域で支えあう体制づくりを推進していく。必要な医療と介護を導入し

今後の方向性 □ 拡大　　　　 、在宅生活を維持していく。それと共に、認知症の人やご家族の相談先、居場所や交流の場を設け、地域での生活を支援する。家族会及び本人ミーティングで、認知症

（改善措置等） □ 縮小　　　　 の人と家族のニーズを把握して、現在の事業を維持しなが

2

ら、施策に反映してい

頁

きたい。
□ 改善　　

令

　　 

和 3年度　　事務事

No.

業

事務事業名 活動内容 コ

評

スト（事業費：千円）

価

認知症地域支援・ケア

表

向上事業 令和　２年度

（

令和　３年度 令和　３

個

年度 令和　４年度 令和

票

　２年度 令和　３年度

）

令和　３年度 令和　４

課

年度
活動指標名 単位

実

名

績 計画 実績 計画 決算 当

健

初予算 決算 当初予算
全

康

体事業概要
①

認知症地

推

域支援推進員の 人 8 8

進

8
認知症高齢者等の地

部

域での生活を支援する

地

ため、認知 人数
症地域

域

支援推進員を配置する

包

とともに、認知症高齢

括

者 0 6,503 5,6

ケ

24 6,553
等及び

ア

その家族を支えるため

推

認知症カフェの開催、

進

認
②

認知症カフェの利

課

用延べ 人 1,500 1

作

,425 1,525
知

成

症家族会の育成支援と

日

認知症本人ミーティン

令

グ開催 人数
を行う。 令

和

和　５年度の優先度

③

　

認知症本人ミーティン

４

グ 回 16 15 16
3 及

年

び家族会の開催回数 　

　

□ Ａ　　　 □ Ｂ

８

　　　 □ Ｃ　　　


